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建設建築委員会資料 

建築都市局都市再生企画課 

「2050 まちづくりビジョン 行動指針」の策定について 

令和４年３月に策定した「2050 まちづくりビジョン」の実現に向け、  

官民が連携して取組む内容と進め方を「2050 まちづくりビジョン行動

指針」としてとりまとめたことから、報告を行うもの。 

 

１．まちづくりビジョンの概要 

（１）目的・役割 

 

 

 

 

 

 

（２）まちのビジョンとまちづくりの方針 

地区名 小倉地区 黒崎地区 東田地区 

まちの 

ビジョン 

交流を生み、 

創 造 性 を 高 め る 

まちごとワークプレイス 

個性輝く、 

アクティブタウン 

未来スタイルの 

ショーケース 

６つの 

まちづくり 

の方針 

01.オフィスでも、アウ

トドアでも、好きな場

所、好きな時間に快適

に働ける環境 

02.くつろげる、 

リフレッシュできる、 

リ セ ッ ト で き る 、 

自分の時間を過ごせ

る場 

03.車優先からヒト優先

の道路空間へ 

04.ウォーカブルな、 

歩いて楽しい 

ストリート 

05.稼げる、表現できる、

交流できるステージ、                                

賑わいと出会いの場 

06.シンボリックな空間 

01.医・食・住の機能

がコンパクトに集

積 

02.ゼロカーボン・ 

ローコストな住宅 

03.多世代が交わり

支え合う 

04.個性あふれる 

ユニークな店舗 

05.シンボリックな、 

自然と人が集う、          

賑わいと出会い 

の場 

06.車優先からヒト

優先の道路空間へ 

01.広場・公園を核とし

たシンボリック空間 

02.「まちごとアート」

など、遊び心あふれ

る場 

03.実証フィールドの

提供、実装に向けた

サポート等、 

チャレンジする企業

のバックアップ環境 

04.先端技術の 

ショーケース・ラボ 

05.広域から集客し、 

市内に送り出す集客 

ポンプ 

06.拠点性の高い 

ステーション 

 
１ 

 
市 が 考 え る 将 来 目 指 す 
ま ち づ く り の 方 向 性 に 
ついて、あらかじめ明示す
る「メッセージ」となるもの 

 
まちづくりへ投資
を行う際、一つの
重要な「判断材料」

とするもの 

 
お互いにベクトルを合わ
せ、将来に向かって同じ 
方向へと歩んでいくため
の「羅針盤」となるもの 

市にとって 民間にとって 市と民間にとって 



２．行動指針（小倉地区 抜粋） 

２ 

２０５０ まちのビジョン 

交流を生み、創造性を高める まちごとワークプレイス 
〜どこででも、働く、交わる、くつろげる 企業やワーカーから選ばれるまち〜 

歩行者が快適に通行、滞留できる道路空間（iStock.com/VV Shots） 

歩行者と公共交通のみが通行可能なトランジットモール 

パブリックアートによる魅力的なストリート（PIXTA） 



３ 

２．行動指針（黒崎地区 抜粋） 
２０５０ まちのビジョン 

個性輝く アクティブタウン 
〜多様性を認め合い、⽀え合う みんなが住みたくなるまち〜 

医・食・住がコンパクトに集積した商店街 イメージ 



４ 

２．行動指針（東田地区 抜粋） 
２０５０ まちのビジョン 

未来スタイルの ショーケース 
〜先端技術の未来空間で、⾒る、感じる、新たな感動体験ができるまち〜 

回遊バリアを解消した、駅前一帯を包む大広場 イメージ 

先端技術を実証・実装する企業へのバックアップ イメージ 



など 

【まちづくりの展開 小倉地区イメージ図】 【まちづくりの進め方 イメージ図】

５ 

３．官民連携による取組の進め方 

・地域や企業等、まちに関わる様々な方々とビジョンを基に地域の課題やニーズなどについて意見交換し、

官民で将来のまちの姿を共有（まちづくりサロン）。 

 ・エリア別、テーマ別に意欲あるステークホルダーと議論を深め（検討会）、まちづくりへの意欲を喚起させ

ながら、できることから柔軟に様々な取組を進める。 


